１－１号様式（第３条関係）

平成２７年７月１日

地方独立行政法人青森県産業技術センター

理事長　渋谷　義仁　殿


申請者（中小企業者等）
住　所  青森市新町２丁目４番１号
名　称　株式会社あおもり産業支援
　代表者職氏名　代表取締役　青森　太郎　印
申請者（農林漁業者）

　住　所　黒石市田中82番地9
　名　称　農事組合法人 あおもり農業
　代表者職氏名　代表　黒石  次郎　印

あおもり農商工連携助成事業助成金交付申請書

平成２７年度において実施するあおもり農商工連携助成事業について、助成金の交付を受けたいので、下記のとおり申請します。


記

１　助成事業に要する経費及び助成金交付申請額

助成事業に要する経費　　　金７，５００，０００円（うち平成２７年度　　　　　円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
助成金交付申請額　　　　　金５，０００，０００円（うち平成２７年度　　　　　円）
助成金申請額－消費税及び地方消費税に係る仕入控除額＝助成金交付申請額
　　　　　　　5,000,000円－0円＝5,000,000円（うち平成２７年度　　　円）
２　添付書類

・申請者の定款又はこれに代わる書面

・申請者の最近２期間の事業報告書、貸借対照表及び損益計算書（これらの書類がない場合にあっては、最近一年間の事業内容の概要を記載した書類）

（注）３者以上の中小企業者及び農林漁業者が連携する場合には、申請者の欄を繰り返し設けて記載すること。

２－１号様式（第３条関係）

事　　業　　計　　画　　書

１　連携体の概要

	①連携体の代表者

※連携体の代表者となる者を１名定め、記載すること。
	名称
	株式会社あおもり産業支援

	
	住所
	〒030-0000　青森市新町２丁目４番１号

	
	代表者名
	代表取締役　青森　太郎

	
	連絡先
	電話番号
	

	
	
	FAX番号
	

	
	
	担当者名
	

	
	
	E-mail
	

	
	資本金
	
	従業員数
	

	
	業種
	
	決算月
	

	②共同申請者
※上記①の代表者以外について記載すること。
	名称
	農事組合法人 あおもり農業

	
	住所
	〒036-0020　黒石市田中82番地9

	
	代表者名
	代表　黒石  次郎

	
	連絡先
	電話番号
	

	
	
	FAX番号
	

	
	
	担当者名
	

	
	
	E-mail
	

	
	資本金
	
	従業員数
	

	
	業種
	
	決算月
	

	③連携参加者
※事業を共同で実施する大企業等又は事業の実施に協力する大学、研究機関等がある場合に記載すること。
	名称
	

	
	住所
	

	
	代表者名
	

	
	連絡先
	電話番号
	

	
	
	FAX番号
	

	
	
	担当者名
	

	
	
	E-mail
	

	
	資本金
	
	従業員数
	

	
	業種
	
	決算月
	


（注）必要に応じて欄を繰り返し設けて記載すること。
２　助成事業の内容
	①区分
	○印
	助　成　事　業　者
	助成率

	
	
	①県内に事業所を有し経営の革新を行おうとする中小企業者と農林漁業者との連携体
	１／２以内

	
	○
	①のうち雇用創出が見込まれる事業を行う者又は支援重点分野に該当する事業を行う者
	２／３以内

	
	
	②中小企業者以外で、経営の革新を行おうとする県内の特定非営利活動法人、農事組合法人等と農林漁業者との連携体
	１／２以内

	
	
	②のうち雇用創出が見込まれる事業を行う者又は支援重点分野に該当する事業を行う者
	２／３以内

	②事業名
	※事業内容が分かりやすい名称を記載すること。（目安の文字数30字以内）
（記載例）県産農林水産物を活用した新商品開発及び販路開拓

	③事業の目的
	①会社の概要（業務内容、主な商品等を記載すること）
※概要がわかるパンフレット等を添付すること
　○株式会社あおもり産業支援
　　当社は○年に創業して、県産の農林水産物を使用した食品の製造・販売を行っている。主な商品は○○○、○○○等となっている。
　○農事組合法人 あおもり農業
　　当法人は○年に創業して、○地域において、水稲と野菜の生産を行っている。主な農産物は○○○、○○○等である。

②経緯（今回の申請に至った経緯を記載すること）
　　※今回の計画に係る経緯について、具体的ニーズ、市場規模、将来性、社会的背景を踏まえて記述してください。

③目的（今回申請する目的を記載すること）

　　※今回の助成事業に係る御社の目的を記述してください。また、業界や地域、
消費者などに波及される効果について記述してください。　　



	④事業の内容
	※中小企業者等及び農林漁業者並びに連携参加者の経営資源をどのように活用し、どのようにして新商品又は新役務の開発、生産（提供）又は需要の開拓を行うのかがわかるように記載すること。

（記載例）
①事業の内容
　・○○○を使用した○○○の開発

　・○○○の成分分析
　・○○○の販路開拓
②事業の特徴

　・地域特産品である○○○は、味や品質が全国的に評価されており、様々な加工品が製造されているが、新商品○○○の例はない。

　・当社ではこれまで○○○を使用した類似商品の開発に取り組んでいる。

　・新商品の特徴は・・・・・・で既存製品とは・・が異なり、販売ターゲットは・・・・・・である。
③連携体の役割分担
　・あおもり農業と連携することによって、県産原料を使用した高品質で特徴ある商品を安定して製造することが可能となる。

連携

　　　　　　　　　分析依頼　　　　　　技術支援

　

	⑤実施方法及び
場所等
	※具体的な実施方法、実施体制、実施場所等を記載すること。
　支援重点分野に該当しない事業を行う場合で、雇用創出が見込まれる事業の場合は、雇用の時期、人数等その内容についても記載すること。なお、この場合、助成期間内での雇用創出が見込まれなくなった場合は、助成率を１／２に変更した上で事業計画変更等承認申請書（５号様式）を提出すること。

（記載例）
①実施方法及び場所

　●○○○を使用した○○○の開発（担当　○○○○）
　　Ａ社に対して、レシピ開発を依頼し、自社で試作品を製造する。

　　・商品Ａ(試作○個)
・商品Ｂ（試作○個）
・商品Ｃ（試作○個）
●○○○の成分分析

　　大学に試作品の成分分析を依頼する。（担当　○○○○）
　　・分析項目○○○　点
　●○○○の販路開拓
　　・商品ＰＲチラシの作成（1,000枚）（担当　○○○○）
　　・新聞で広告宣伝（３紙×１回）（担当　○○○○）
　　・展示会への出展（○年○月　○○展示会出展予定）（担当　○○○○）　
②実施スケジュール
　　・○月～○月　　商品の開発

　　・○月～○月　　分析の実施

　　・○月～○月　　展示会への出展
　　　※スケジュール表を添付しても構いません。
③３年後の売上げ目標（商品単価、数量）
　　・○○（単価　　×数量　　　＝　　　　）

　　・○○（単価　　×数量　　　＝　　　　）
④新規雇用の時期、人数、作業内容など
　・加工作業の従事者○名を、○年○月から雇用予定。

	⑥実施期間
	開始予定日　　　　　平成２７年１０月　１日

完了予定日　　　　　平成　　年　　月　　日


（注）必要に応じて概要図等の資料を添付すること。



３　助成事業全体収支計画（平成27年度、又は平成27年度～平成28年度、平成27年度～平成29年度）
（１）収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	項　　　目
	予　算　額
	摘　　　要

	１
	助　　成　　金
	
	

	２
	自　己　資　金
	
	

	３
	借　　入　　金
	
	

	４
	そ　　の　　他
	
	

	５
	合　　　　　計
	
	



（２）支出の部　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	助成対象経費の区分
	予　算　額
	摘　　要

	
	金　額
	うち助成額
	

	１
	（1）
	謝金
	146,000
	
	○○氏の助言指導に対する謝金
36,500円×4回（教授級）

	２
	（2）
	旅費
	180,000
	
	○○氏の旅費
東京～青森2日1泊（＠45,000円）×4回

	３
	（3）
	会議費
	20,000
	
	会議茶菓＠500円×10人×4回

	
	（4）
	会場借上料
	100,000
	
	アグリフード出展料＠100,000×1回

	
	（5）
	会場整備費
	200,000
	
	アグリフード出展に係る展示機材リース　＠200,000

	
	（6）
	印刷製本費
	110,000
	
	ポスター100枚　50,000円

チラシ2,000枚,＠30,000円×2種
（デザインを含む）
包装資材印刷（デザイン含む）

	
	（7）
	資料購入費
	15,000
	
	参考図書＠5,000×3種

	
	（8）
	通信運搬費
	25,000
	
	商品発送（東京～青森間）
原材料運搬（青森～八戸）5回

切手、メール便発送　100通

	
	（9）
	集計・分析費
	
	
	

	
	（10）
	調査・分析費
	140,000
	
	賞味期限用分析　＠20,000×2回
成分分析　＠50,000×2回

	
	（11）
	広告宣伝費
	500,000
	
	雑誌、ラジオ、ＴＶコマーシャル
レシピパンフ3,000部

のぼり20ｹ（ポール、台座込み）

	
	（12）
	翻訳料
	50,000
	
	英文雑誌等の翻訳

	
	（13）
	原稿料
	40,000
	
	チラシ用写真撮影＠20,000×2点

	
	（14）
	職員旅費
	180,000
	
	東京2日1泊（＠45,000円）×4回

	
	（15）
	受講料等
	625,600
	
	○○機械リース＠50,000×12か月
加工アルバイト＠800×8時間×４人

	４
	（16）
	原材料費
	43,000
	
	小麦粉40,000、塩3,000

	５
	（17）
	機械装置・工具器具備品購入費
	
	
	1年間で消耗する器具類のみが対象です。

	６
	（18）
	外注加工費
	500,000
	
	サプリ打錠剤（○○社）
ペースト加工（○○社）

	７
	（19）
	委託費
	500,000
	
	レシピ作成　３商品（○○社）

※調査研究、開発研究に伴う委託がある場合、その経費を記載する。

	８
	
	合　計
	
	
	


（注）助成金を充当する科目については、摘要欄に積算内訳を記載すること。
４　助成事業年度別収支計画（※複数年度にまたがる事業計画の場合、年度別の収支を記載ください。）
（１）収入の部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	項　　　目
	平成27年度 予算額
	平成28年度 予算額
	平成29年度 予算額
	合　　　計
	摘　　　　　要

	１
	助　　成　　金
	
	
	
	
	

	２
	自　己　資　金
	
	
	
	
	

	３
	借　　入　　金
	
	
	
	
	

	４
	そ　　の　　他
	
	
	
	
	

	５
	合　　　　　計
	
	
	
	
	


（２）支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	助成対象経費の区分
	平成27年度 予算額
	平成28年度 予算額
	平成29年度 予算額
	合　　　計
	摘　　　　　要

	
	金　額
	うち助成額
	金　額
	うち助成額
	金　額
	うち助成額
	金　額
	うち助成額
	

	１
	（1）
	謝　　　金
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	（2）
	旅　　　費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	（3）
	会　議　費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（4）
	会場借上料
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（5）
	会場整備費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（6）
	印刷製本費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（7）
	資料購入費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（8）
	通信運搬費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（9）
	集計・分析費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（10）
	調査・分析費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（11）
	広告宣伝費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（12）
	翻  訳  料
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（13）
	原  稿  料
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（14）
	職員旅費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（15）
	受講料等
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	（16）
	原材料費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	（17）
	機械装置・工具器具備品購入費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	６
	（18）
	外注加工費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	７
	（19）
	委  託  費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	８
	
	合　　  計
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）助成金を充当する科目については、摘要欄に積算内訳を記載すること。

５　調査研究・開発研究等を委託する場合

	①委託の内容
	※外部に依頼する内容を具体的に記入してください。

	②委託業者及び
代表者名
	※委託先の業者名及び代表者名を記載してください。

	③委託期間
	着手予定日　　　　　平成　　年　　月　　日

完了予定日　　　　　平成　　年　　月　　日

	④委託する理由
	※外部に依頼する理由を、専門性、効率性等の観点から記載してください。


（注）委託事業がない場合は、添付を要しない。

記　載　例





【ポイント】


・社印ではなく、「代表者印」を押印





【ポイント】


・申請する年度を記載





【ポイント】


・２か年にまたがる場合は、２か年の事業費、助成申請額を記載





【ポイント】


・参加者には申請の前に確認をお願いします。








【ポイント】


・該当する区分に「○」を記入





【ポイント】


①事業の内容は、助成事業で取り組む内容を指します。


②事業の特徴（商品等の市場性及び販路開拓の方法等）


・商品の特徴（既存商品、類似商品との差別化、商品の新規性など）


・現在の取組状況


・販売ターゲット


・取扱店舗、取引業者、価格設定、包装・容量規格等


③連携する農林漁業者及び中小企業者の役割について


・それぞれの経営資源を活用することが有益であることを加味し、その内容を記載する。





商品企画、原料供給


（(農)あおもり農業）





商品企画、商品開発、販路開拓


（(株)あおもり産業支援）





○○研究所





○○大学





【ポイント】


①商品開発の工程スケジュール（主担当者）


　既存商品調査→試作→試食・評価→ブラッシュアップ→商品化


②販路開拓の取組スケジュール（主担当者）


　・既取引先（県内、首都圏）


　・新規開拓の想定業者


③３年後の売上げ目標（商品単価、数量）


④新規雇用の時期、人数、作業内容など


　・加工作業の従事者○名を、○年○月から雇用予定。





【ポイント】


・今回の募集は、平成27年10月1日以降の取組が対象となります。


・「実施期間」の最大は、平成29年9月30日まで可能です。





【ポイント】


・支出の部の金額は、業者に依頼し提出された参考見積書の金額に基づき記載してください。


（見積書の金額と一致させてください）





【うち助成額】


①左欄の金額から消費税を除いた額に、助成率（1/2または2/3）を乗じて算出する。


②小数点以下の端数は切捨てる。(千円未満を切捨も可)
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